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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第61期

第２四半期連結
累計期間

第62期
第２四半期連結
累計期間

第61期
第２四半期連結
会計期間

第62期
第２四半期連結
会計期間

第61期

会計期間

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    ７月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    10月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成22年
    ６月30日

売上高 (千円) 27,822,04930,548,62914,450,43915,824,00158,863,158

経常利益 (千円) 90,991 277,212 114,236 222,882 461,869

四半期(当期)純利益 (千円) 35,137 155,912 60,048 118,286 223,958

純資産額 (千円) ― ― 1,610,9251,879,2201,764,543

総資産額 (千円) ― ― 20,111,94320,935,38219,501,497

１株当たり純資産額 (円) ― ― 287.10 334.92 314.48

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 6.26 27.79 10.70 21.08 39.91

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 　　― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 8.0 9.0 9.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △446,393△59,538 ― ― 1,178,730

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △87,130 △16,281 ― ― △124,191

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 975,300 234,957 ― ― △367,079

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 2,850,1443,254,9643,095,826

従業員数 (名) ― ― 667 693 698

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

３　第61期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

第61期第２四半期連結累計期間、第61期第２四半期連結会計期間、第62期第２四半期連結累計期間及び第62期

第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当２第四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 693

(注) １　従業員数は、就業人員であります。

２　臨時従業員数については、従業員数の100分の10未満であるため記載を省略しております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 17

(注) １　従業員数は、就業人員であります。

２　臨時従業員数については、従業員数の100分の10未満であるため記載を省略しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第２四半期連結会計期間における仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

医療器材事業 11,970,996 111.3

ライフサイエンス事業 959,147 83.8

ＳＰＤ事業 943,252 112.3

その他 85,828 110.6

合計 13,959,225 108.9

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

医療器材事業 12,889,819 112.3

ライフサイエンス事業 1,105,246 87.7

ＳＰＤ事業 1,654,771 105.7

その他 174,163 116.0

合計 15,824,001 109.5

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　　総販売実績に対する販売割合が10％以上の相手先はありません。

３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当社は、平成22年11月９日開催の取締役会において、サンセイ医機株式会社の全株式取得に向けた基本合

意を締結する旨を決議し、同日付で当該基本合意書を締結いたしました。

・主旨及び目的

サンセイ医機株式会社は、福島県内トップシェアの医療機器・器材卸事業を展開する企業です。

　福島県に強固な営業基盤を持つ同社が、当社グループの一員となることにより、当社グループの医療材

料販売ネットワークが更に広がります。

　また、両社が持っている強みを効率よく活用することで、お客様へのサービスの向上が図れると考えて

おります。

　このことから、当社グループの企業価値向上に資すると判断し、同社の全株式取得に関して基本的に合

意に至ったものであります。

　なお、同社の全株式を取得した場合には、同社の子会社である、サンセイ・メディック株式会社が当社の

孫会社となる予定です。

　

・株式を取得する会社の概要

　会社名　　　　サンセイ医機株式会社

　　本店所在地　　福島県郡山市昭和二丁目11番５号

　　代表者　　　　代表取締役社長　権瓶　和雄

　　設立年月日    昭和34年７月９日

    事業の内容    医療機器・器材卸事業

　　売上高　　　　15,014百万円（平成22年６月期）

　　総資産　　　　 6,426百万円（平成22年６月期）

　　純資産　　　　 1,590百万円（平成22年６月期）

　　発行済株式数　14,000株

　

・株式取得の日程

平成22年11月９日　　　　　　当社による株式譲渡に関する基本合意書締結承認の取締役会決議

　平成22年11月９日　　　　　　株式譲渡に関する基本合意書締結

　平成23年２月　　（予定）　　デューデリジェンス開始　

　平成23年４月　　（予定）　　公正取引委員会への事前届出

　平成23年５月11日（予定）　　当社による株式譲渡契約書締結承認の取締役会決議

　平成23年５月11日（予定）　　株式譲渡契約締結日

　平成23年７月１日（予定）　　株券引渡期日

　

・本基本合意の実現について

今後、当社とサンセイ医機株式会社及び同社の現株主は、同基本合意に基づき本株式譲渡の実現を目指

しますが、同株式譲渡の日程の確定及び今後締結予定の株式譲渡契約の詳細は、前記のとおり今後の協議

によって決定していくこととしており、未確定な部分が多く含まれます。

　同株式譲渡の日程の確定及び株式譲渡契約の内容に関しては、今後の決定の内容によっては当社の経営

計画に重大な影響を及ぼす可能性があります。

　また、協議の結果、同株式譲渡が実現しない可能性があります。この場合も当社の経営計画に重大な影響

を及ぼす可能性があります。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び当社の関係会

社)が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

〈医療器材事業〉

手術関連消耗品は、引き続き高い成長を継続しております。急性期大病院をターゲットとし、積極的な

拡販活動により、特に兵庫及び四国エリアで商権獲得が進みました。その結果、同エリアの売上高は前年

同期比で10％超の増収となり、手術関連消耗品の売上高は前年同期比110.1％となりました。

　整形外科関連商品は、新規顧客獲得の他、これまでの営業活動の成果が当期に結実し、償還価格下落の影

響を大きく上回る成果をあげました。特に兵庫、岡山及び四国エリアの売上高は、前年同期比で10％超の

伸びとなり、整形外科関連商品の売上高は、前年同期比113.5％となりました。

　循環器関連商品は、大型設備機器を販売した他、不整脈治療関連商品の売上が伸びました。しかし、償還

価格下落の影響分を全て補うには至らず、前年同期比96.9％となりました。

　その他、設備・備品の販売等も加わり、売上高135億５百万円（前年同期比　11.6％増）、営業利益２億25

百万円（前年同期比　112.7％増）となりました。

　

〈ライフサイエンス事業〉

顧客の購買窓口の統一や、競争激化による販売単価の低下及び昨年度にインフルエンザが流行したた

め検査キットの販売が多かったことの反動等から、診断薬領域の売上高は前年同期比99.7％にとどまり

ました。

　また、基礎研究領域の売上高は、予算執行の遅れが影響し、前年同期比78.3％となりました。

　しかし、仕入価格の改善に努めた結果、売上総利益率並びに売上総利益額は増加しました。

　その結果、売上高11億11百万円（前年同期比　12.3％減）、営業利益２百万円（前年同期比　87.5％減）

となりました。

　

〈ＳＰＤ事業〉

昨年３月に運用を１施設で開始したため、売上高は若干増加しております。しかし、医療器材価格に対

する値引圧力が強く、売上総利益率が低下し、売上総利益額はほぼ横ばいでした。

　その結果、売上高16億87百万円（前年同期比　5.7％増）、営業利益13百万円（前年同期比　17.4％減）と

なりました。

　

〈その他〉

在宅ベッドの新規レンタル契約が順調に増加し、売上高１億74百万円（前年同期比　15.9％増）、営業

利益16百万円（前年同期比　44.0％増）となりました。

　

以上の結果、当第２四半期連結会計期間における売上高は158億24百万円（前年同四半期比　9.5％

増）、経常利益は２億22百万円（前年同四半期比　95.1％増）、四半期純利益は１億18百万円（前年同四

半期比　97.0％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は209億35百万円となり、前連結会計年度末と比べ14億33百万円

の増加となりました。主な要因は、現金及び預金が１億８百万円、受取手形及び売掛金が12億48百万円、商

品が１億59百万円増加したことによるものであります。

また、負債は190億56百万円となり、前連結会計年度末と比べ13億19百万円の増加となりました。主な要

因は、支払手形及び買掛金が14億13百万円、短期借入金が３億72百万円増加した一方で、未払法人税等が

２億７百万円、長期借入金が64百万円それぞれ減少したことによるものであります。

純資産は18億79百万円となり、前連結会計年度末と比べ、１億14百万円増加いたしました。主な要因は、

四半期純利益により１億55百万円増加した一方で、配当金により56百万円減少したことによるものであ

ります。

この結果、自己資本比率は、9.0％となりました。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)の残高は前連結会計

年度末に比べ１億59百万円増加し、32億54百万円となりました。

なお、当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は、以下の

とおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加は、８億78百万円（前年同四半期　１億54百万円の増加）となりました。

主な要因は、税金等調整前四半期純利益が２億21百万円、たな卸資産の減少により１億60百万円、仕入

債務の増加により10億73百万円増加した一方で、売上債権の増加により６億48百万円減少したことによ

るものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は、１百万円（前年同四半期　１億17百万円の増加）となりました。

主な要因は、定期預金の払戻により63百万円増加した一方で、定期預金の預入により12百万円、有形固

定資産の取得により９百万円、無形固定資産の取得により35百万円それぞれ減少したことによるもので

あります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の減少は、16億33百万円（前年同四半期　70百万円の減少）となりました。

主な要因は、長期借入金が78百万円、短期借入金が15億41百万円それぞれ減少したことによるものであ

ります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

前四半期連結会計期間末において、計画中又は実施中の重要な設備の新設、除却等はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,250,000 6,250,000
東京証券取引所
（市場第二部）

株主としての権利内容に制限
のない標準となる株式

１単元の株式数　100株

計 6,250,000 6,250,000― ―

(注)  

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年10月１日～
平成22年12月31日

－ 6,250,000 － 607,750 － 343,750

　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社マスプ 岡山県岡山市北区今１－４－31 941 15.07

カワニシ従業員持株会 岡山県岡山市北区今１－４－31 368 5.89

前　島　達　也 岡山県岡山市北区 327 5.23

前　島　洋　平 岡山県岡山市北区 305 4.88

株式会社山陰合同銀行 島根県松江市魚町10 278 4.45

株式会社中国銀行 岡山県岡山市北区丸の内１－15－20 277 4.44

住友信託銀行株式会社 大阪府大阪市中央区北浜４－５－33 200 3.20

前　島　智　征 岡山県岡山市北区 197 3.16

有限会社ティ・エム・テラオカ 岡山県岡山市南区築港緑町２－７－１０ 160 2.56

寺　岡　宏　行 岡山県岡山市北区 150 2.40

計 ― 3,205 51.28

(注)  上記の他、当社所有の自己株式639千株、発行済株式総数に対する所有株式の割合10.23％があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成22年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 639,000

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式　

5,609,700
　

56,097 ―

単元未満株式 普通株式 1,300
　

― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 6,250,000 ― ―

総株主の議決権 ― 56,097 ―

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式数には、証券保管振替機構名義の失念株式1,000株（議決権10　　

個）が含まれております。

２　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己保有株式が次のとおり含まれております。

　　自己保有株式　82株

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社カワニシ
ホールディングス

岡山県岡山市北区今1-4-31 639,000 - 639,000 10.23

計 ― 639,000 - 639,000 10.23

 

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 895 861 770 795 748 730

最低(円) 704 665 704 726 700 666

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年７月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年７月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年10月１

日から平成21年12月31日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年７月１日から平成21年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第２四半期連

結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年７月

１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、あけぼの監査法人により四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,419,954 3,311,750

受取手形及び売掛金 ※３
 11,026,498 9,777,817

商品 2,654,611 2,495,193

その他 ※１
 478,917

※１
 497,775

流動資産合計 17,579,982 16,082,536

固定資産

有形固定資産 ※２
 2,249,138

※２
 2,292,105

無形固定資産

のれん 230,910 253,672

その他 136,447 122,213

無形固定資産合計 367,358 375,885

投資その他の資産 ※１
 738,904

※１
 750,969

固定資産合計 3,355,400 3,418,960

資産合計 20,935,382 19,501,497

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※３
 14,566,051 13,152,867

短期借入金 2,526,392 2,153,592

未払法人税等 25,163 232,646

その他 540,495 766,466

流動負債合計 17,658,102 16,305,572

固定負債

長期借入金 676,249 740,879

退職給付引当金 98,548 101,055

役員退職慰労引当金 529,124 516,576

その他 94,138 72,869

固定負債合計 1,398,060 1,431,380

負債合計 19,056,162 17,736,953

純資産の部

株主資本

資本金 607,750 607,750

資本剰余金 343,750 343,750

利益剰余金 1,712,143 1,612,341

自己株式 △834,068 △833,984

株主資本合計 1,829,575 1,729,857

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 49,644 34,686

評価・換算差額等合計 49,644 34,686

純資産合計 1,879,220 1,764,543

負債純資産合計 20,935,382 19,501,497
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 27,822,049 30,548,629

売上原価 24,883,962 27,301,444

売上総利益 2,938,086 3,247,184

販売費及び一般管理費 ※１
 2,831,433

※１
 2,955,806

営業利益 106,653 291,377

営業外収益

受取利息 1,293 1,022

受取配当金 1,562 1,571

持分法による投資利益 606 －

その他 8,355 8,804

営業外収益合計 11,817 11,398

営業外費用

支払利息 26,564 23,556

持分法による投資損失 － 19

その他 914 1,987

営業外費用合計 27,479 25,564

経常利益 90,991 277,212

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 4,172

投資有価証券売却益 1,360 －

特別利益合計 1,360 4,172

特別損失

有形固定資産除却損 1,183 2,242

特別損失合計 1,183 2,242

税金等調整前四半期純利益 91,169 279,141

法人税、住民税及び事業税 47,780 40,721

法人税等調整額 8,250 82,507

法人税等合計 56,031 123,229

少数株主損益調整前四半期純利益 － 155,912

四半期純利益 35,137 155,912
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 14,450,439 15,824,001

売上原価 12,918,763 14,121,539

売上総利益 1,531,675 1,702,461

販売費及び一般管理費 ※１
 1,409,593

※１
 1,473,456

営業利益 122,082 229,005

営業外収益

受取利息 769 618

受取配当金 1,109 1,129

持分法による投資利益 323 －

その他 4,527 4,444

営業外収益合計 6,729 6,192

営業外費用

支払利息 14,147 11,992

持分法による投資損失 － 142

その他 427 181

営業外費用合計 14,575 12,316

経常利益 114,236 222,882

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 378

特別利益合計 － 378

特別損失

有形固定資産除却損 252 2,242

特別損失合計 252 2,242

税金等調整前四半期純利益 113,984 221,018

法人税、住民税及び事業税 32,235 19,271

法人税等調整額 21,700 83,459

法人税等合計 53,935 102,731

少数株主損益調整前四半期純利益 － 118,286

四半期純利益 60,048 118,286
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 91,169 279,141

減価償却費 115,404 103,649

のれん償却額 18,868 22,761

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,104 △4,172

受取利息及び受取配当金 △2,856 △2,594

支払利息 26,564 23,556

持分法による投資損益（△は益） △606 19

有形固定資産除却損 1,183 2,242

投資有価証券売却損益（△は益） △1,360 －

売上債権の増減額（△は増加） △214,727 △1,248,680

たな卸資産の増減額（△は増加） △243,409 △159,417

仕入債務の増減額（△は減少） 77,474 1,413,184

その他 △177,138 △221,624

小計 △307,329 208,067

利息及び配当金の受取額 2,739 2,564

利息の支払額 △22,480 △23,850

法人税等の支払額 △157,007 △246,419

法人税等の還付額 37,684 100

営業活動によるキャッシュ・フロー △446,393 △59,538

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 36,900 63,593

定期預金の預入による支出 △12,590 △12,650

有形固定資産の取得による支出 △84,803 △35,878

有形固定資産の売却による収入 － 8,363

無形固定資産の取得による支出 △18,500 △38,345

投資有価証券の取得による支出 △1,801 △1,837

投資有価証券の売却による収入 4,475 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△11,271 －

その他 461 473

投資活動によるキャッシュ・フロー △87,130 △16,281

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 28,492,000 26,456,000

短期借入金の返済による支出 △27,383,000 △25,988,000

長期借入れによる収入 160,000 －

長期借入金の返済による支出 △224,095 △159,830

自己株式の取得による支出 － △83

配当金の支払額 △56,032 △55,957

その他 △13,571 △17,171

財務活動によるキャッシュ・フロー 975,300 234,957

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 441,777 159,138

現金及び現金同等物の期首残高 2,408,366 3,095,826

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,850,144

※1
 3,254,964
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年７月１日  至  平成22年12月31日)

会計処理基準に関する事項の変

更

(1)「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会

計基準第18号  平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の

適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成20年３月31日)を適用してお

ります。

なお、これによる損益に与える影響はありません。

(2)「企業結合に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計

基準第21号 平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業

会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基準」の

一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関す

る会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する

会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及び「企業結

合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用

指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年７月１日　至　平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適

用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　
当第２四半期連結会計期間

(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適

用により、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　

項目
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年７月１日  至  平成22年12月31日)

１  一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に

算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度

末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２  棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものにつ

いてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっており

ます。

３  固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算定する方法によっております。

４  法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控

除項目を重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降

に経営環境等、及び一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認め

られるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成22年７月１日　至　平成22年12月31日)

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年６月30日)

※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　　 流動資産　　　　　　　 　　　　　54,293千円
　　 投資その他の資産　　　　　　　 　44,094千円

※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　　 流動資産　　　　　　　　　　　　 48,287千円
　　 投資その他の資産　　　　　　　　 54,272千円

※２ 有形固定資産の減価償却累計額  1,471,452千円※２ 有形固定資産の減価償却累計額  1,432,133千円

※３　四半期連結会計期間末日の満期手形の会計処理
　　については、手形交換日をもって決済処理してお
　　ります。
　　　なお、当第２四半期連結会計期間末日は金融機
　　関の休日であったため、次の満期手形が当第２四
　　半期連結会計期間末日の残高に含まれておりま
　　す。

受取手形 61,918千円

支払手形 205,791千円

　　　　　　　　　　―――
 

 

 

 
 
　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 1,150,243千円

退職給付費用 65,553千円

役員退職慰労引当金繰入額 24,090千円

貸倒引当金繰入額 7,074千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 1,215,554千円

退職給付費用 70,979千円

役員退職慰労引当金繰入額 25,547千円

　 　

　

第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 572,482千円

退職給付費用 32,239千円

役員退職慰労引当金繰入額 11,772千円

貸倒引当金繰入額 6,990千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 605,430千円

退職給付費用 34,427千円

役員退職慰労引当金繰入額 13,490千円

　 　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年12月31日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,099,374千円

計 3,099,374千円

預入期間が３か月超の定期預金 △249,230千円

現金及び現金同等物 2,850,144千円

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,419,954千円

計 3,419,954千円

預入期間が３か月超の定期預金 △164,990千円

現金及び現金同等物 3,254,964千円

EDINET提出書類

株式会社カワニシホールディングス(E02928)

四半期報告書

18/28



　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成22年７月１日 

至  平成22年12月31日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 6,250,000

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 639,082

　

３  新株予約権の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年９月22日
定時株主総会

普通株式 56,110 10.00平成22年６月30日 平成22年９月24日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　
医療器材
事業
(千円)

ライフサイ
エンス事業
（千円）

ＳＰＤ事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
　　対する売上高

11,473,5941,260,5661,566,072150,20514,450,439― 14,450,439

(2) セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

624,1896,281 29,552 105 660,128(660,128)―

計 12,097,7841,266,8471,595,625150,31015,110,568(660,128)14,450,439

営業利益 106,00217,18716,28111,489150,961(28,879)122,082

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

 (1) 医療器材事業……………医療器材販売

 (2) ライフサイエンス事業…試薬・検査薬及び理化学・分析機器の販売

 (3) ＳＰＤ事業………………物品・情報管理及び購買管理業務

 (4) その他事業………………在宅介護用ベッド・用品の販売・レンタル
　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年12月31日)

　
医療器材
事業
(千円)

ライフサイ
エンス事業
（千円）

ＳＰＤ事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
　　対する売上高

22,320,0242,113,5103,094,510294,00427,822,049― 27,822,049

(2) セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

1,195,04743,36860,303 1051,298,824(1,298,824)―

計 23,515,0722,156,8783,154,813294,11029,120,874(1,298,824)27,822,049

営業利益
又は営業損失（△）

113,437△6,38434,45623,343164,853(58,199)106,653

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

 (1) 医療器材事業……………医療器材販売

 (2) ライフサイエンス事業…試薬・検査薬及び理化学・分析機器の販売

 (3) ＳＰＤ事業………………物品・情報管理及び購買管理業務

 (4) その他事業………………在宅介護用ベッド・用品の販売・レンタル
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年12月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

海外売上高がないため該当事項はありません。

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年12月31日)

海外売上高がないため該当事項はありません。

　

　

【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社及び連結子会社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。

当社は、取り扱う製品・サービス別に包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

従って、当社は製品・サービスの類似性を基礎としたセグメントから構成されており、「医療器材事

業」、「ライフサイエンス事業」、「ＳＰＤ事業」の３つを報告セグメントとしております。「医療器材

事業」は、医療器材の販売を行っております。「ライフサイエンス事業」は、試薬・検査薬及び理化学・

分析機器の販売を行っております。「ＳＰＤ事業」は、医療機関等の物品・情報管理及び購買管理業務を

行っております。
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２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額医療器材

事業
ライフサイ
エンス事業

ＳＰＤ事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 25,012,1082,044,1483,149,92430,206,182342,44630,548,629― 30,548,629

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,159,99710,51662,0631,232,5771211,232,699△1,232,699―

計 26,172,1062,054,6643,211,98831,438,759342,56831,781,328△1,232,69930,548,629

セグメント利益
又は損失（△）

319,859△8,20722,662334,31415,437349,752△58,375291,377

　(注)１「その他」の区分は報告用セグメントに含まれない事業セグメントであり、在宅介護用ベッド・用品の販売・

レンタルを行っております。

　　　２ セグメント利益の調整額△58,375千円には、セグメント間取引消去1,205千円、各報告セグメントに配分しない全

社費用△59,580千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない親会社の管理部門費

であります。

 ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

当第２四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額医療器材

事業
ライフサイ
エンス事業

ＳＰＤ事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 12,889,8191,105,2461,654,77115,649,837174,16315,824,001― 15,824,001

セグメント間の内部
売上高又は振替高

615,9825,98232,461654,426121 654,548△654,548 ―

計 13,505,8021,111,2291,687,23216,304,264174,28516,478,549△654,54815,824,001

セグメント利益 225,4922,15213,451241,09616,550257,646△28,640229,005

　(注)１「その他」の区分は報告用セグメントに含まれない事業セグメントであり、在宅介護用ベッド・用品の販売・

レンタルを行っております。

　　　２ セグメント利益の調整額△28,640千円には、セグメント間取引消去1,026千円、各報告セグメントに配分しない全

社費用△29,667千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない親会社の管理部門費

であります。

 ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

３　報告セグメントの変更に関する事項

該当事項はありません。

　

４  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動が認められないため、記載を省略しております。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動が認められないため、記載を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動が認められないため、記載を省略しております。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

当社及び連結子会社は、賃貸借契約に基づき使用する事務所等について、退去時における原状回復に

係る債務を有しておりますが、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、現在のところ移

転等も予定されてないことから、資産除去債務を合理的に見積もることができません。そのため、当該

債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。

また、当社は一部の事務所等において土地に係る定期借地権契約を結んでおり、退去時における原状

回復に係る債務を有しておりますが、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、現在のと

ころ移転等も予定されてないことから、資産除去債務を合理的に見積もることができません。そのた

め、当該債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。

　

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年６月30日)

　 　

　 334円92銭
　

　 　

　 314円48銭
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年６月30日)

純資産の部の合計額(千円) 1,879,220 1,764,543

普通株式に係る純資産額(千円) 1,879,220 1,764,543

差額の主な内訳(千円) － －

普通株式の発行済株式数(株) 6,250,000 6,250,000

普通株式の自己株式数(株) 639,082 638,980

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数
(株) 5,610,918 5,611,020

　
２  １株当たり四半期純利益金額等

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益 ６円26銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

１株当たり四半期純利益 27円79銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 35,137 155,912

普通株式に係る四半期純利益(千円) 35,137 155,912

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 5,611,020 5,610,945
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第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益 10円70銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

１株当たり四半期純利益 21円８銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 60,048 118,286

普通株式に係る四半期純利益(千円) 60,048 118,286

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 5,611,020 5,610,926

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

リース取引開始日が平成20年６月30日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間の末日にお

けるリース取引残高は前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認められないため、記載を省略

しております。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月12日

株式会社カワニシホールディングス

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    北　　本　　　　  敏   印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    西　　田　　順　　一   印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社カワニシホールディングスの平成21年７月１日から平成22年６月30日までの連結会計年度の第２四半期

連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年７月１

日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益

計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸

表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明

することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カワニシホールディングス及び連結

子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期

連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月14日

株式会社カワニシホールディングス

取締役会  御中

　

あけぼの監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    三　　瓶　　勝　　一   印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    東　　本　　浩　　史   印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社カワニシホールディングスの平成22年７月１日から平成23年６月30日までの連結会計年度の第２四半期

連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年７月１

日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益

計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸

表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明

することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カワニシホールディングス及び連結

子会社の平成22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期

連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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